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研究計画内容 【研究背景】 

現代社会において、人々の生活スタイルは多様化し、特に夜型化が

進んでいる。その習慣が健康へ及ぼす影響が懸念されている。しか

し、夜食を摂取する人々の具体的な特性や、どのような要因が夜食行動

を促進・抑制しているのかについての理解が不十分である。そこで夜食

の要因に関して分析する。 

 

【研究内容】 

本研究では、アンケート調査によって個人の食行動、生活習慣、心理

的傾向など多角的なデータを収集し、統計分析手法を用いて夜食摂取

の要因を統計的に明らかにすることを目的としている。 

まず、私たちは夜食をしてしまう人の特徴を、論文の先行研究、私た

ちが実際に調査したアンケートをもとに明らかにする。次に、その結

果に基づいて仮説を立て、重回帰分析を行う。その結果から、仮説が

正しいか、どのような人が夜食をしてしまうのかについてまとめた。 

 

【期待される効果】 

夜食の原因を理解することによって、生活習慣を見直す機会となるだ

けでなく、消費行動を健全化したことによる経済効果、またメンタル

ヘルスへの効果が期待される。 
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